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ンィ
町
中
に
建
つ
仏
教
寺
院
。
入
0
階
段
脇
に
仏
像
が
毀
座
し
て
い
る
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ア
ル
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チ
ャ
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州
知
事
（
も
か
ら
2
人
目
）

と
の
記
念
撮
影
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インド渡祠歴40呻！

インド・釈尊 れ

ll!J中の豊かな緑の中にある瞑想センター

ア
ル
ナ
チ
ャ
ル
州
は
イ
ン
ド
北
東
部
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
桜
に
位
置
す
る
。
タ
イ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
住
む
民

族
と
同
じ
カ
ン
テ
イ
族
が
住
む
地
方
で
、
カ
ン
テ
イ

と
は
金
の
場
所
を
意
味
す
る
。
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
カ
チ

ン
州
に
は
、
カ
ン
テ
イ
と
い
う
飛
行
場
の
あ
る
町
も

あ
る
。

ア
ル
ナ
チ
ャ
ル
州
の
人
口
は
お
よ
そ
14
万
人
。
そ

の
す
べ
て
が
仏
教
徒
で
、
南
方
上
座
部
の
規
則
と
経

典
に
説
か
れ
る
教
え
に
従
っ
て
日
常
生
活
を
送

っ
て

い
る
。
当
然
、
寺
院
も
多
い
。
町
の
娯
観
に

一
体
化

し
た
カ
ラ
フ
ル
な
お
寺
も
あ
る
。

釈
腺
は
主
に
ガ
ン
ジ
ス
川
周
辺
に
そ
の
足
跡
を
残

す
。
し
か
し
こ
う
し
た
北
束
の
町
に
も
仏
教
が
行
き

渡
り
、
残
っ
て
い
る
の
は
、
マ
ウ
リ
ア
朝
、
ク
シ
ャ

ン
朝
、
グ
プ
タ
朝
と
続
い
た
仏
教
を
重
ん
じ
、
広
め

た
王
朝
に
よ
る
も
の
だ
。

言
語
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
に
近
い
、
リ
ッ
ク
タ
イ
語

で
、
独
自
の
文
字
を
も
っ
て
い
る
。
男
性
も
女
性
も

長
袖
の
白
い
上
培
と
黒
い
ス
カ
ー
ト
を
つ
け
、
装
飾
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ト
屯
ー
ー
・
・

河での漁にはよつで網が使われている

品
と
し
て
サ
ン
ゴ
や
金
を
身
に
済
け
て
い
る
。
人
々

は
定
住
し
農
業
を
営
み
、
ゴ
マ
や
じ
ゃ
が
い
も
、
魚

は
食
べ
る
が
牛
肉
だ
け
は
食
べ
な
い
。

伝
統
的
な
民
俗
舞
踊
、
カ
ー
プ
ー
ン
タ
イ
ダ
ン

ス
、
ド
ラ
マ
が
舞
い
踊
ら
れ
る
。

最
寄
り
の
飛
行
場
は
デ
プ
ル
ガ
ル
で
、
デ
リ
ー
か

ら

一
時
間
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
が
毎
日
就
航
し
て
い
る
。

更
に
奥
の
、
デ
イ
グ
ポ
イ
に
は
イ
ン
ド
に
は
珍
し
い

粘
袖
所
が
あ
る
。

雨
拡
も
多
く
湿
気
も
適
当
に
あ
る
の
で
、
お
茶
の

栽
培
環
税
に
適
し
て
い
て
、
多
く
の
茶
畑
が
あ
る
。

初
め
は
イ
ギ
リ
ス
の
人
々
が
経
営
し
て
い
た
が
、
今

は
す
べ
て
イ
ン
ド
の
人
々
が
所
有
者
で
あ
る
。
お
茶

は
世
界
中
同
じ
も
の
で
、
日
本
、
中
国
で
お
茶
、
英

語
で
は
テ
ィ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
テ
で
あ
る
。
こ

の
地
方
の
紅
茶
は
香
り
が
よ
く
南
イ
ン
ド
の
味
が
濃

い
お
茶
と
プ
レ
ン
ド
し
た
も
の
が
好
ま
れ
る
。

こ
の
地
を
流
れ
る
の
は
プ
ラ
フ
マ
ー
プ
ト
ラ
河
で

チ
ベ
ッ
ト
の
首
都
ラ
ッ
サ
で
は
ツ
ア
ン
ポ

（大
き
い
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お茶の栽培が盛んで茶畑広がっている

お寺で預かっている孤児たちと一緒に

河
の
意
味
）
と
呼
ば
れ
東
か
ら
南
に
流
れ
て
、
イ
ン

ド
束
部
コ
ル
コ
タ
市
で
は
フ
ー
グ
リ
河
と
呼
ば
れ
る
。

河
岸
に
は
河
を
神
と
し
て
崇
拝
す
る
人
々
が
花
や
果

物
を
捧
げ
る
。
魚
釣
り
を
す
る
人
々
も
い
る
。

こ
こ
に
は
僧
院
で
、
孤
児
院
も
営
む
カ
ル
ナ
シ
ャ
ー

ス
ト
リ
比
丘
が
住
職
で
、
住
職
は
訪
日
し
た
こ
と
が

あ
る
。

蛇
足
だ
が
、
こ

の
地
を
私
が
訪
れ
た
の
は
プ
ッ
ダ

ガ
ヤ
の
菩
提
寺
の
元
住
職
だ
っ
た
カ
ル
カ
ッ
タ
の
イ

ン
ド
人
倍
侶
に
連
れ
て
い
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
俯
侶
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
コ
ロ
ナ
で
命
を
落

と
し
て
い
る
。

佐

藤

良

純

大
正
大
学
名
登
教
授

さ
と
う
・
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和
7
年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和
34
年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
｀
平
成
14年
退

瞬
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
ヘ
の
初
渡
航
は
昭
和

38年
、
以
来
イ
ン
ド
ヘ
訪
れ
る
こ
と
、

40有
余
回
。
著
因
に

⇒：
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
吾
提
寺
j

.

「釈
尊
の
生
涯
」
な
ど
多
数
。
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